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　『
音
楽
の
ま
ち
蒲
郡
』
と
て
も
良
い
響
き
で
す
ね
。
蒲
郡
と
言
え
ば
吹

奏
楽
を
筆
頭
に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
が
有
名
で
す
が
、
私
は
様
々
な
ジ
ャ

ズ
音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
ま
す
。

　三
谷
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
始
め
、
そ
の
後
東

邦
高
校
に
進
み
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
高
校
二
年
生
の
時
に
ヤ
マ

ハ
の
支
援
・
指
導
の
も
と
名
古
屋
の
高
校
生
を
集
め
て
ジ
ャ
ズ
の
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
が
結
成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
時
初
め

て
ジ
ャ
ズ
を
知
り
高
校
を
卒
業
後
、
愛
知
学
院
大
学
に
て
「
ス
ウ
ィ
ン
ギ

ン
グ
・
オ
ー
ル
・
ス
タ
ー
ズ
」
と
言
う
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
入
部
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
格
的
に
ジ
ャ
ズ
を
学
び
、
在
学
中
に
は
そ
の
当
時
流
行
し
て
い

た
社
交
ダ
ン
ス
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
専
属
バ
ン
ド
に
参
加
し
て
、
ラ
テ
ン

音
楽
な
ど
洋
楽
の
勉
強
が
出
来
ま
し
た
。
又
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
ボ
バ
ン
ド

に
て
ア
ド
リ
ブ
を
経
験
す
る
事
も
出
来
ま
し
た
。
同
時
期
に
蒲
郡
に
て
五

人
編
成
の
「
ビ
ッ
グ
ベ
ア
ー
ズ
」
と
言
う
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
市
民
会
館

に
て
単
独
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
開
催
し
ま
し

た
。　こ

の
バ
ン
ド
の
メ
ン

バ
ー
が
主
体
で
現
在

結
成
三
十
八
年
に
な
る

「
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
言

う
バ
ン
ド
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
ス
パ
イ
ラ
ル

の
蒲
郡
で
の
今
ま
で
の
活
動

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　約
三
十
五
年
前
に
浜
町
の

亀
岩
公
園
に
て
七
年
間
、
そ

の
後
十
年
間
ほ
ど
大
塚
の
さ

が
ら
の
森
に
て
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
は
蒲
郡
駅
南
の
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
蒲
郡
」
に
て
シ
ー

サ
イ
ド
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
十

年
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
毎
年
市

内
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
て
演

奏
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

七
年
ほ
ど
前
か
ら
は
「
ス
パ

イ
ラ
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
の
四
人
に
て
「
ジ
ー
ズ
・
ア
ー
ト
・
タ
イ
ム
」
と

言
う
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
蒲
郡
ジ
ャ
ズ
協
会
を
立
ち
上
げ
、
二
月
二
十
六
日
に
蒲
郡
文
化
協

会
の
主
催
で
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
の
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
大
集
合
し
て
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
行
い
ま
し

た
。
私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
事
が
出
来
、
大
変

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　ジ
ャ
ズ
は
一
般
的
に
難
し
い
・
う
る
さ
い
・
訳
が
解
ら
な
い
と
言
わ
れ

ま
す
が
最
近
で
は
我
々
の
身
の
回
り
で
、
頻
繁
に
耳
に
す
る
音
楽
と
な
り

ま
し
た
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
飲
食
店
・
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
、
様
々
な
場

面
に
て
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
何
気
な
く
耳
に
し
て
い
る
、
や
さ
し

い
ジ
ャ
ズ
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
人
に
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
と
思
い
ま
す
。

蒲
郡
と
ジ
ャ
ズ
と
私

廣

濵

禎

宣
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文
化
の
継
承

大
正
琴
の
ル
ー
ツ
と
魅
力

　
　

さ
ざ
な
み
会
＆
Ｊ
Ａ佐

野
哲
子

　

み
な
さ
ん
は
、

大
正
琴
と
い
う

楽
器
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

大
正
琴
は
、

大
正
元
年
に
名

古
屋
市
大
須
の

森
田
吾
郎
さ
ん

に
よ
り
、
二
弦

琴
と
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
を
ヒ
ン

ト
に
、
誰
で
も

弾
け
る
楽
器
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

日
本
生
ま
れ
の
西
洋
楽
器
と
も
言
わ
れ
、

姿
は
ユ
ニ
ー
ク
で
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
。

　

一
般
的
に
み
な
さ
ん
が
目
に
す
る
楽
譜

は
、
ト
音
記
号
を
先
頭
に
音
符
が
並
ぶ
五

線
譜
で
す
が
、
大
正
琴
の
楽
譜
は
１
か
ら

７
ま
で
の
数
字
の
行
列
数
字
譜
で
す
。
そ

れ
故
、『
誰
で
も
わ
ず
か
な
練
習
で
弾
け
る

様
に
な
り
ま
す
』
と
い
う
の
が
、
大
正
琴

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
正
琴
か
ら
奏
で
る
音
色
は
、
軽
や
か

な
響
き
で
、
哀
愁
と
い
う
二
文
字
が
と
て

も
似
合
う
奥
深
い
楽
器
で
す
。

　

次
世
代
の
継
承
を
目
的
に
今
日
で
は
、

全
国
子
供
大
正
琴
コ
ン
ク
ー
ル
が
毎
年
８

月
に
名
古
屋
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
会
で
は
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
中
よ

り
、
弾
き
た
い
曲
を
選
び
、
文
化
祭
・
県

大
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
テ
ー
プ
審

査
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
毎
年
素
晴
ら

し
い
会
場
で
演
奏
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
大
正
琴
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム　

蒲
郡
さ
ざ
な
み
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

ま
た
は
、「
蒲
郡
さ
ざ
な
み
パ
ワ
フ
ル
」
で

一
度
検
索
し
て
い
た
だ
い
て
、
大
正
琴
の

世
界
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
。
そ
し
て
、
大
正
琴
を
習
っ
て
み

た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、
文
化
協
会
事
務

局
に
声
を
掛
け
て
み
て
下
さ
い
。

文
化
事
業

　

映
画
音
楽
＆
歌
声
喫
茶
Ⅱ

二
月
十
八
日
㈰　
　

　

本
年
度
の
文
化
事
業
は
、
前
回
の
映
画

音
楽
＆
歌
声
喫
茶
が
好
評
で
し
た
の
で
、

再
び
同
じ
ヴ
ィ
ル
ト
オ
ー
ソ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
お
迎
え
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
春
ら
し
い
暖
か
な
日
に
恵
ま

れ
、
入
場
者
八
百
人
余
と
多
数
の
人
達
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
映

画
音
楽
で
す
。
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
と
、
若
い
頃
に
見

た
映
画
の
場
面
が
頭
の
中
を
か
け
め
ぐ

り
、
最
後
の
シ
ャ
レ
ー
ド
の
演
奏
が
終
る

頃
に
は
、
気
分
は
青
春
真
っ
た
だ
中
と
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
気
分
の
ま
ま
で
第
二
部
へ

突
入
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
私
を
含
め
客
席
か
ら
、

三
十
人
位
の
人
が
舞
台
に
上
が
り
、
観
客

と
一
体
に
な
り
、「
瀬
戸
の
花
嫁
」「
ド
レ

ミ
の
歌
」
を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
城
秀
樹

の
曲
の
ヤ
ン
グ
マ
ン

で
は
、
観
客
全
員
が

総
立
ち
に
な
り
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歌
詞
に
あ

わ
せ
、
手
を
振
り
な

が
ら
大
合
唱
を
し
、

最
高
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

終
了
後
、「
大
勢
で
歌
う
事
は
、
心
か
ら

楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。」
と
い
う
声
を

多
く
聞
き
ま
し
た
。

　

記
念
品
と
し
て
渡
さ
れ
た
猫
の
ト
ラ
ン

ぺ
ッ
タ
ー
の
人
形
が
、
今
、
原
稿
を
書
い

て
い
る
机
の
上
で
こ

ち
ら
を
見
て
い
ま
す
。

夢
で
は
な
く
、
あ
の

日
の
猫
が
机
の
上
に

あ
り
ま
す
。
時
に
は

こ
の
猫
を
見
て
、
ま

た
青
春
に
ワ
ー
プ
し

ま
す
。（

竹
内　

慶
星
）
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文

協

講

座

▼
詩
吟
教
室

日　

時　

６
月
３
日
㈰

　
　
　
　

６
月
10
日
㈰

　
　
　
　

６
月
17
日
㈰

　
　
　
　

７
月
１
日
㈰

全
４
回　

13
時
半
～
16
時
半

会　

場　

市
民
会
館 

東
会
議
室

講　

師　

牧
野　

岳
吟

参
加
費　

５
百
円

申
込
〆　

５
月
28
日
㈪　

▼
木
彫
教
室

　
　
　「
干
支
を
彫
る
」

日　

時　

10
月
５
日
㈮

　
　
　
　

10
月
19
日
㈮

　
　
　
　

10
月
26
日
㈮

　
　
　
　

11
月
16
日
㈮

全
４
回　

13
時
半
～
15
時
半

会　

場　

市
民
会
館 

東
会
議
室

講　

師　

鈴
木　

康
祐

参
加
費　

千
円

申
込
〆　

９
月
28
日
㈮　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
俳
句
部
会

　

８
月
25
日
㈯
～
９
月
20
日
㈭

▼
短
歌
・
水
石
部
会

　

10
月
20
日
㈯
～
11
月
29
日
㈭

▼
水
墨
画
部
会

　

１
月
12
日
㈯
～
２
月
７
日
㈭

▼
県
美
入
選
作
品

　

２
月
９
日
㈯
～
３
月
７
日
㈭

市
民
病
院
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
展
示
掛
替
え

　

９
月
29
日
㈯　

10
時
～

　

３
月
30
日
㈯　

10
時
～

市
役
所
ロ
ビ
ー
生
け
花
展
示

華
道
部
会
が
毎
週
生
け
替
え
し
ま
す
。

月

例

茶

会

▼
席
主

　中
野

　宗
恵
（
表
千
家
）

　

４
月
22
日
㈰

▼
席
主

　遠
山

　翠
雲
（
表
千
家
）

　

６
月
10
日
㈰

▼
席
主

　竹
内

　宗
綏
（
表
千
家
）

　

７
月
８
日
㈰

▼
席
主

　鈴
木

　宗
和
（
裏
千
家
）

　

９
月
16
日
㈰

▼
席
主

　板
倉

　宗
真
（
表
千
家
）

　

10
月
７
日
㈰

▼
席
主

　鈴
木

　宗
艶
（
裏
千
家
）

　

12
月
16
日
㈰

　

＊
す
べ
て
10
時
～
15
時

　
　

市
民
会
館
三
興
庵
（
１
席
５
百
円
）

県
文
連
事
業

▼
東
三
河
部
芸
能
大
会

　

７
月
８
日
㈰

　
　

新
城
文
化
会
館

▼
愛
知
県
民
茶
会

　

10
月
14
日
㈰　

10
時
～
15
時

　
　

豊
川
閣
妙
厳
寺
（
豊
川
稲
荷
）

　
　

席
主　

竹
内　

宗
綏
（
表
千
家
）

▼
県
文
連
美
術
展

　

１
月
30
日
㈬
～
２
月
３
日
㈰

　
　

刈
谷
市
美
術
館

蒲
郡
市
文
化
協
会
総
会

日
時　

４
月
21
日
㈯

　
　
　

13
時
半
～

会
場　

市
民
会
館
東
ホ
ー
ル 

特
別
会
員
募
集

文
化
協
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
下
さ
る

個
人
・
法
人
の
方
々
に
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

＊
一
口
五
千
円
（
口
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
）

平
成
三
十
年
度

文
協
事
業
ご
案
内
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市 民 会 館 の 催 し 物　（問合せ TEL68−5509）

第8回フルムーンコンサート  5月13日㈰　14時～16時30分　入場料300円

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）

ほっこりあったか絵手紙展  4月15日㈰～  5月  6日㈰

「子ども読書の日」記念　おたのしみ会  4月22日㈰　14時～15時　児童室

楽墨会小品展  5月  9日㈬～  27日㈰

第 60 回水道週間ポスター展  6月  1日㈮～  7日㈭

平成30年度教科書展示会  6月  9日㈯～  7月  3日㈫

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）

第12回 墨心書展  6月  2日㈯  ・  3日㈰

ＳＬ写生大会 作品展  6月  9日㈯～17日㈰

和紙ちぎり絵展  6月29日㈮～  7月  1日㈰

そ の 他 の 会 場 　（問合せ TEL68−5509）

26回竹風会水墨画展　　　　　　　5月22日㈫～27日㈰　　　　　　　豊川市桜ヶ丘ミュージアム

お　　知　　ら　　せ

春の文協まつりご案内
市 民 会 館 展示最終日16時まで

博 物 館 ギ ャ ラ リ ー 10時～17時
（最終日16時まで）

蒲郡俊成短歌大会
4月29日㈷ （中ホール）
13時～ 16時10分

俳句会 （大会議室）
5月26日㈯
13時～ 16時

華道展 （東ホール）
5月19日㈯・20㈰
9時30分～ 17時

芸能発表会 （中ホール）
5月20日㈰
10時～ 17時

菊花研究会 （大会議室）
5月19日㈯
13時30分～

書道・工芸展 （東ホール）
5月25日㈮～ 27㈰
10時～ 17時

盆栽皐月展 （大会議室）
5月19日㈯・20㈰
9時30分～ 17時

水石展 （中会議室）
5月19日㈯・20㈰
9時30分～ 17時

ふれあい茶会 （2階会議室）
5月27日㈰
10時～ 15時

写真展
5月11日㈮～ 13日㈰

水墨画展
5月18日㈮～ 20㈰

絵画展
5月25日㈮～ 27日㈰


